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　スポーツクライミングスピード競技は、今年より

ユース選手権を追加。３月６日の午前中に第１回ス

ピードユース日本選手権（ＳＹＣ２０２１）、午後に第３

回スピードジャパンカップ（ＳＪＣ２０２１）を実施。Ｓ

ＪＣの第１回目は前日雪が降る寒波の中、第２回は強

風の影響を受けるなど、０コンマ１秒を争う競技とし

ては同じ環境下（室内）での実施が望ましく、今回は

昨年竣工した京都府亀岡市の「サンガスタジアム by 

KYOCERA グラビティリサーチ」で開催した。今回も

COVID-１９ 感染防止対策として健康チェック、ＰＣＲ検

査、無観客、３密防止、消毒の徹底を実施。

　参加選手はＣＪＣ２０２１をパリフォーマット（２種目）

で予定していることもあり、いつもの選手の参加がな

かったが、ユースからの参加、オリンピック代表選手の

高いパフォーマンスが見られた。

［参加］ ＳＹＣ ジュニア 男子 ９ 女子 ３
ユースＡ 男子１１ 女子 ９
ユースＢ 男子１０ 女子 ６

ＳＪＣ 男子２３ 女子１４
（＊ジュニア、ユースＡ　男子１８、女子１０が参加）

Report１　競技
　この競技、他のスピード競技以上に、ミスの影響が

多い。女子決勝ラウンド、ビッグファイナルには野中生

萌と野口啓代が進出。野口、野中ともに自己ベストを更

新。特に野中は予選で日本記録 ８．３２ 秒に迫る８．３３ 秒を

記録。ビッグファイナルでは日本記録が期待されたが、

出だしをミス（スリップ）し、野口が １０．２９ 秒の落ち着

いた登りで優勝を勝ち取る。

　男子では、楢﨑智亜が決勝トーナメント初戦でス

リップするが持ち直し通過。圧巻は、ユース世代の竹

田創、安川潤が追いあげる中、２／１ファイナルで５．

７９ 秒、ビッグファイナルで ５.７２ 秒と日本記録を立て続

けに更新する登りで優勝を勝ち取る。

　今回、ホールドのショートカットなどのテクニック

に加え、壁を駆け上る姿は脚力のパワーアップを感じ、

見事なパフォーマンスだった。

第３回スピードジャパンカップ／第１回スピードユース選手権 亀岡大会

男子
SJC2021

順位 No. 氏名 Average Best time
1 M005 楢𥔎　智亜 6.60 5.72
2 M018 竹田　　創 6.64 6.47
3 M010 安川　　潤 6.93 6.51
4 M008 百合草碧皇 7.23 6.89
5 M001 北見　宗和 7.11 6.53
6 M020 三田　歩夢 8.02 7.41
7 M004 阿部　央彦 8.81 7.84
8 M023 上村　悠樹 8.05 8.01
9 M015 梶　　晃悠 8.14 7.19
10 M021 竹中　　翔 7.58 7.54
11 M002 大政　　涼 7.22 6.60
12 M019 淺見　陽樹 8.25 8.20
13 M016 平澤鼓太郎 8.85 8.42
14 M007 大賀　羽玖 8.59 7.98
15 M003 本明　優哉 8.29 7.36
16 M014 山本　恭也 8.31 8.02
17 M013 真鍋　　竜 10.66 8.62
18 M006 森本　治誉 8.67 8.67
19 M012 原田　剛瑠 8.84 8.83
20 M017 佐々木健惺 9.07 8.89
21 M022 藤野　柊斗 10.49 10.32
22 M011 戸田　祐敬 10.71 10.71
23 M009 松嶋　　慧 12.72 12.36

SYC2021　ジュニア
1 MJ08 竹田　　創 7.31 6.70
2 MJ07 安川　　潤 6.89 6.35
3 MJ02 大政　　涼 7.29 6.82
4 MJ04 梶　　晃悠 8.34 7.28
5 MJ06 本明　優哉 7.96 7.68
6 MJ03 森本　治誉 8.88 8.23
7 MJ05 百合草碧皇 8.35 7.40
8 MJ01 竹中　　翔 8.67 7.71
9 MJ09 原田　剛瑠 11.01 9.83

SYC2021　ユースＡ
1 MA04 藤野　柊斗 7.11 6.72
2 MA09 真鍋　　竜 9.04 7.47
3 MA03 三田　歩夢 8.31 7.74
4 MA06 大賀　羽玖 9.02 7.82
5 MA07 佐々木健惺 11.01 9.05
6 MA02 上村　悠樹 8.33 7.46
7 MA10 淺見　陽樹 9.12 8.49
8 MA11 阿部　央彦 9.65 8.44
9 MA08 山本　恭也 9.26 9.24
10 MA01 本川　慶眞 10.46 9.83
11 MA05 竹村　比呂 16.09 16.09

SYC2021　ユース B
1 MB05 杉本　侑翼 7.16 6.98
2 MB02 谷井　和季 7.36 7.07
3 MB01 古屋　生吹 9.25 8.02
4 MB04 田渕　幹規 8.20 7.71
5 MB09 田中　健太 11.18 9.69
6 MB03 上柿　銀大 9.79 9.49
7 MB06 滝口　紘生 10.76 10.26
8 MB08 岡山　直椰 7.96 7.85
9 MB07 松下　歩叶 12.40 10.54
10 MB10 片岡　未来 13.58 13.15

女子
SJC2021

順位 No. 氏名 Average Best time
1 W002 野口　啓代 9.35 8.68
2 W009 野中　生萌 9.83 8.33
3 W004 倉　菜々子 9.21 8.94
4 W001 林　かりん 10.87 9.58
5 W006 竹内　亜衣 11.15 10.79
6 W014 滝口　　萌 11.14 10.48
7 W010 二宮　　凜 13.58 11.49
8 W011 鈴木可菜美 11.34 10.68
9 W008 佐々木里花 13.26 12.17
10 W013 樋口　結花 12.42 12.23
11 W005 西脇　千夏 12.45 12.44
12 W007 相原麻菜美 12.58 12.42
13 W003 多月萌々菜 12.74 12.46
14 W012 髙橋　心暖 12.62 12.54

SYC2021　ジュニア
1 WJ01 滝口　　萌 10.99 11.03
2 WJ02 二宮　　凜 11.34 11.27
3 WJ03 相原麻菜美 13.44 11.44

SYC2021　ユースＡ
1 WA06 鈴木可菜美 11.78 10.90
2 WA05 林　かりん 10.29 8.86
3 WA02 竹内　亜衣 11.56 11.40
4 WA09 松浦くるみ 13.29 12.91
5 WA08 髙橋　心暖 13.49 13.06
6 WA04 多月萌々菜 13.13 11.33
7 WA03 佐々木里花 13.86 13.07
8 WA07 西脇　千夏 13.73 13.27
9 WA01 齊藤　小夏 15.04 14.54

SYC2021　ユース B
1 WB01 河上　史佳 9.98 9.44
2 WB02 関川　愛音 10.69 9.88
3 WB03 藤村　侃奈 13.18 11.36
4 WB05 武石　初音 12.91 11.80
5 WB06 松田　佳歩 14.02 13.16
6 WB04 野間みな実 13.77 13.18
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２．メディア（取材・クリッピング）、Youtube
　◎取材：２３ 社	 記者　会場１７ 名　オンライン１５ 名

		  フォト会場 ９名

		  ＴＶ　会場 ３名　 オンライン ４名

　◎クリッピング：ＴＶ６番組、Web ３３ ページ

　　ＮＨＫサタデースポーツ、NTV Going!

　　ＴＢＳ Ｓ１、ＴＸ スポーツウォチャー

　　ＥＸ サンデー LIVE、EX GET SPORTS

　◎ Youtube

　　１４：３０　２４９（女子予選）

　　１５：３０　２７９（男子予選）

　　１６：２０　３５５（女子決勝）

　　１７：２３　５３２（男子決勝）

　Youtubeの視聴は、ＢＪＣほどではありませんが、男

子決勝は昨年の倍となりました。無観客は続いていま

すが、日本新記録の更新、自己ベスト更新など選手の

真摯に競技に取り組む姿は、Youtube などを通じて伝

わったと感じています。

　開催に当たっては、コロナ禍でありますが京都府、

亀岡市、ビバ＆サンガ、グラビティ―リサーチ、京都府

山岳連盟、皆様の理解と協力を頂き成功裏に終えるこ

とができました。また知事、市長の来場、観戦を頂き新

しいことへの理解、取り組む文化を感じました。改めて

関係者の皆様の御努力に対して、深く敬意を表します。

（村岡正己）

Report２　運営
１．会場レイアウト、中継対応

会　場

中継無観客対応
スポンサー

ビジュアルアップ

各カテゴリーの間にスポンサーのロゴを画面に露出。
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安全登山オンラインセミナー
～山を知る  山に学ぶ～［参加無料］

　ＪＭＳＣＡ共催の安全登山の基礎的な知識を学べるオ
ンラインセミナーが開催されます。

開催日程：令和３年５月22日（土）～ 23日（日）
実施方法：「Zoom」でのオンラインセミナー
申込方法：国立登山研修所HPで開催要項を確認の上、
　　　　　申込フォームでお申込みください。
申込期間：５月６日（木）～５月14日（金）
募集人数：450名（定員になり次第、締切ります）

Report３　開催地コメント
京都で初のジャパンカップ

ＳＪＣ・ＳＹＣ ２０２１亀岡大会
（一社）京都府山岳連盟

大会 副サービスマネージャー　奥井　健吾
　近畿圏では近年ほとんど開催がなく、京都でも初と

なるジャパンカップとあり、私を含め連盟スタッフ全

員が慎重に準備・運営にあたったＳＪＣ・ＳＹＣ２０２１

亀岡大会。

　緊急事態宣言が発出される中で大会準備（開催１週

間前に京都府は解除）を進めることとなり、スタッフは

もちろん、来賓を含め、来場するすべての関係者へ大

会前後１４日間の健康観察およびＰＣＲ・抗原検査受診

の要請、また屋内となる会場の収容人数・換気能力の

計算を行いながら、選手やスタッフ動線の設計がされ、

「コロナに感染しない・させない」ということが徹底さ

れた中でのコンペ開催を同時に背負うこととなった今

大会。私は開催地連盟の取りまとめ役としての事前準

備、当日は副サービスマネージャーとして大会開催に

関わらせていただきました。

　京都府は１９８８ 年の国体以降、スポーツ施設の新規設

置が少なく、公設のスポーツクライミング施設はゼロ

という状況が長らく続いていましたが、昨年１月に竣

工した「サンガスタジアム by Kyocera」のスタンド裏

スペースに、国内では初となるリード・ボルダリング・

スピードの３種目が屋内に揃う大規模クライミング施

設が設置されました。会場となったこの施設はオープ

ン直後よりコロナ禍に巻き込まれ、計画していた合宿

誘致等もままならない運営が続いてきましたが、ＳＪ

Ｃ・ＳＹＣ ２０２１ 亀岡大会の開催にあたり、ようやく日

の目を見ることができたところです。

　大きな観客席はないものの、大会に適したレイアウ

トで設計された屋内会場。会場全体に空調も完備され

ておりウォームアップエリアにはスピードパート壁。

選手が好条件で大会に臨めるハードは揃っている。

　私の課題は大会の経験や運営の経験が少ないスタッ

フ達であっても、選手がより良いパフォーマンスを発

揮できる競技環境を如何に作っていくか。私自身も運

営に関する経験の乏しい中、ＮＦの役員の方々、地元

のボランティアスタッフの方々に力を貸していただき

ながら、ひとつひとつ課題をクリアしながらの運営と

なりました。

　大会当日は小雨の降る肌寒い日ではありましたが、

スタッフ皆さんの尽力、またハード面で恵まれている

会場ということもあり、結果としてＳＹＣ・ＳＪＣとも

に日本記録が生まれる素晴らしい大会として終了でき

ました。

　今後も、コロナ禍・無観客での開催等、スポーツ界

にとっては今までとは違った課題に直面しながら、選

手・ＮＦ・ＰＦ・そして観客、スポーツクライミング

に関わるすべての方々の協力によって、新しいスポー

ツクライミングシーンが生まれることを切に願ってお

ります。選手の皆さま、大会関係者の皆さま、大変お疲

れさまでした。
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スポーツクライミング部
ブロック別研修会報告

国体委員会
　令和３年３月２７日～ ２８日の近畿ブロック別研修会

で、令和２年度のＳＣ部ブロック別研修会は終了した。

　開催にあたりご準備いただきました主管連盟／協会

の皆さま、受講いただきました参加者のみなさまに、

感謝申し上げるとともに、本年１０ 月開催の第 ７６回国体

（三重県）ブロック大会の開催等よろしくお願い申し上

げます。

【研修会での重要なポイント】

研修名 主なポイント

ＡＤ委員会
・未成年者とは、「１８歳未満」
・�未成年者の親権者同意書は、「ＪＡＤＡ・
ＨＰからダウンロードし持参する

技術委員会

・�審判員／ルートセッター資格の更新義務
研修に関する特例措置（２０２０年度に研修の
受講がなくても２０２１年度の更新は可、２０２０
年度に研修を受講した場合は２０２２年度ま
で更新可、ただし毎年度申請と登録料の納
入は必要）
・�ＮＦ競技規則の制定：今後のＪＭＳＣＡ主
催競技会はＮＦ競技規則に基づき実施・近
年の競技規則改正・実務上の留意事項（抗
議への対応等）
※�研修会で使用したスライドをＪＭＳＣＡ
ウェブサイトからダウンロードできるよ
うに検討中

国体委員会

・�「健康チェック票」事前／事後報告提出の
義務は、予選会／ブロック大会／本大会が
対象。
・�「参加資格同等の扱い」とし、すべての競技
者／運営関係者が対象。未提出は、「参加
できない」
・�事前配布の、実施要項／実施要領等での周
知徹底。
・�「ロープの一人１本」の個人持参
・�本大会ブロック選出数／種別数の改正。

強化委員会
・�都道府県に強化コーチの専任と、ブロック
ごとに「専門委員の配置」
・�東京／パリ五輪に向けた、強化戦略等

　今年度の研修会は、COVID-19 感染症拡大予防による

緊急事態宣言や不要不急の外出自粛等の中で、安心・

安全の予防策を講じての開催となった。

　研修会は、（１）ＪＭＳＣＡ公認スポーツクライミン

グＣ級審判員認定研修（以下「認定」）（２）スポーツク

ライミング総合研修（以下「総合」）として、①競技規

則研修　②競技運営研修　③指導者育成研修　④アン

チ・ドーピング研修　の単元の研修を統合して開催し

た。なお「認定」「総合」研修は、ＪＳＰＯ指導者更新義

務研修受講、「総合研修はスポーツクライミング審判員

およびルートセッターの更新義務研修受講とし、効率

的な研修会開催を図った。

【ブロック別研修会受講状況】

開催ブロック 審判員認定 総合研修 ＡＤ研修

７
（延期実施１含む） ６４名 １８３名 ２３２名

　最後になりましたが、本研修会はＳＣ部と地方ブ

ロックとの情報共有／連携の重要な役割を担っていま

す。

　中止となったブロックから、Ｗｅｂ開催の要望があ

り、主管岳連に対応を委ねましたが、開催には至りま

せんでした。

　来年度開催ではより検討を重ね、受講しやすい研修

会に努めてまいります。ありがとうございました。

（国体委員長　西原斗司男）

ＡＤ研修の一コマ（講師：大森俊・ＳＣ医科学委員長）
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新連載

Enjoy Climbing
増本亮＆さやかの

Never Ending Journey⑤

　北米ツアーを終えた私たちが向かったのは、南米大

陸。次なる目的地はパタゴニアだ。ヨセミテを出発し

てから、フィッツロイ山群の麓町エル・チャルテンに

着くまで１週間。お金はないけど時間はたっぷりある

という理由でとにかく安い経路を選んだ。何度も飛行

機を乗り換え、２４ 時間以上の長距離バスにも２回乗っ

た。荷物は相変わらず重く、治安の悪いバスターミナ

ルでは危うくスリにあいそうにもなった。私はスペイ

ン語が話せないこともストレスで、チャルテンに到着

した時にはもうヘトヘト。でも、二人ともこの町を再訪

できた喜びは大きく、早速美味しいステーキとワイン

で乾杯した。

　夫は今年で５回目になるけれど、私がチャルテンを

訪れたのは昨年が初めて。夫と共にいくつかのピーク

に立った。アルパインクライマーとは到底言えない私

がここでクライミングを楽しめたのは単に夫のお陰

だ。登ったのはフィッツロイ山群の中では小さなピー

クだったけれど、それでも山の大きさは想像を超えて

いた。そして、それ以上に風の脅威は私の想像を遥か

にこえていた。「嵐の大地」と言われるパタゴニア地方

は、凄まじい風が吹くことで知られている。巨大な唸り

声を上げながら吹き荒れる風は生きているかのように

感じられ、獰猛な野獣が迫りくるような恐怖を感じさ

せるものだった。山から下山すると体の芯まで疲労困

憊。行動時間が ２０ 時間を超えることも珍しくなく、体

力的にも精神的にもギリギリで、クライミングを楽し

む余裕なんて全くなかった。それでも疲労感と共に体

に満ちていたのはとてつもない充実感。フィッツロイ

山群の懐に入って経験した全てに充実感があった。そ

して、日の出に真っ赤に染まるセロ・トーレの神々しさ、

氷河から流れ出る水の色の美しさ、宇宙を感じさせる

ような真っ青な空、満点の星、珍しい鳥や花々。この地

で登らなければ見られない、感じられないものがある

と思った。強風から私たちを守ってくれる森がこんな

にも偉大な存在だと感じたのも、その一つ。

　快適なフリークライミングばかりやっていた私にと

って、パタゴニアでのクライミングはまさに冒険だっ

た。経験、実力ともに身の丈以上のことをしているのも

わかる。それでも、パタゴニアで登ることは私のクライ

ミングの幅を、そして世界を広げてくれるものだった。

　２年目のパタゴニア。今年はどんなクライミングが

できるだろうか。期待と不安が入り混じる。

　夫は言う「北米ではワールドクラスのクラシックを

存分に味わった。だから、パタゴニアでの目的は、その

先にある冒険。小さくても、それがチンケなものだった

としても、二人で自分たちのラインを拓こう。」と。

　今年も例年に違わず荒れた天気が続いていた。山で

クライミングができそうな日が１０日に１日あれば良い

方で、２日続くことはなかった。まず足慣らしとして

デラエスへ登った。その後完璧な晴天とは言えないが

弱風予報の日にラファエル・ファレスへ。片道約 ２０ キ

ロのアプローチをこなしてベースキャンプへと向かう。

そこから山の取り付きまでの氷河のアプローチにも骨

が折れ、私にとってはひと山登るくらいの大変さがあ

った。夫が目をつけたラインはワイド、フィンガー、フ

ェイスムーブと変化に富んでおり、夫の言葉を借りれ

ば、快適に楽しいクライミングが楽しめた。でも、今回

も漏れ無く付いてきた強風。順調に山頂に立ったもの

の下降では予想以上の風にあおられ、懸垂下降を始め

ればロープは風にあおられ勢い良く頭上に舞い上がっ

た。普段神様に祈ることなんて滅多にないけれど、こ

の時ばかりは神頼みをしてしまう。胸を締め付けられ

るような緊張感は下山するまで続き、私にとって本気

の山行になった。

　今回のエル・チャルテン滞在時に訪れた最高の好天

周期は３日間。私たちはポインセノットの新しいライ

ンに目標を定めたが、取りついて間もなく近くで登っ

ていた友人のアクシデントがわかり、急遽レスキュー

に向かうことになった。ここではヘリでのピックアッ

プという選択肢がないため、レスキューは人の力だけ

が頼りだ。世界中から来ている多くのクライマーが自

分のクライミングを犠牲にしてレスキューに携わって

晴天無風の中デラエス東壁を目指す
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くれた。昼夜をかけて搬送し、友人は無事助かった。こ

んなにも安堵した経験を私はしたことがなかったし、

協力してくれた全ての人に心から感謝した。そして、自

分自身のクライミングに対しても深く考えさせられる

経験になった。

　残念ながらその後好天周期が訪れることはなく、結

局今年のパタゴニアも思うように登れなかった。けれ

ども、やっぱり来てよかった、と心から思えるのは不思

議だ。私も夫もそれぞれに多くの出会いと学びを得た

シーズンになったと思う。

　今回の南米ツアーの目的地はもう一つあった。「南米

のヨセミテ」とも呼ばれるチリのコチャモ渓谷の噂は

数年前から聞いており、二人ともどうしても訪れてみ

たい場所だった。港町プエルトモンからローカルバス

に乗り３時間ほどで登山口に到着。ここでは環境保護

の観点から渓谷内に入れる人数を制限しており、キャ

ンプ場の事前予約が必要で、登山口でもレンジャーの

チェックが入る。思った以上に厳しく管理されていて

驚いたが、実際ハイキングやキャンプを楽しむ人々か

らの人気が高く、ハイシーズンにはキャンプサイトの

予約が取れなくなるほど人が訪れるようだ。

　ベースキャンプとなるキャンプサイトまでは１日の

行程。長期で滞在するクライマーは馬を雇って荷を上

げている。クライミングエリアはいくつもあるが、今

回私たちは６日間しか時間がなく、大きな岩壁を有す

るAnfiteatro（円形劇場という意味）に絞って登ること

にした。その名の通り大岩壁に囲まれ圧巻の景色。そ

こにまだまだ開拓の余地が多く残されているとわかれ

ばクライマーとして魅力を感じずにはいられないだろ

う。私たちはここで２本のクラシックルートを登った。

標高差 ４５０ ｍほどにスプリッター、スラブ、カンテ、ス

テミングコーナーと変化に富んだ内容が詰まっており、

純粋にクライミングを楽しむことができた。旅の締め

くくりとしては良かったけれど、やっぱりもう少し長

くいたかったな、というのが正直なところ。北米、南米

合わせて８ヶ月の旅を終えた私たちはいよいよ日本へ

と帰路についた。

アスリート・コーチ・トレーナーのための
『トレーニング科学』

～トレーニングに普遍的な正解はない～
山本正嘉　著

　 著 者 は、長 年 に 亙 って

「トレーニング科学」をキー

ワードとして大学で教育と

研究に携わってこられた。

そこで悩み続けてきたの

は、選手のことを考えるほ

ど科学から離れてしまい、

科学のことを考えるほど選

手からは離れていってしま

う、という二律背面の問題

だった。長い年月を費やして漸くたどり着いた結論が、

学生に正解を教えようとするのではなく、正解に近づ

くための「考え方」を教えるように努めることだった。

　本書は、体育大学生がトレーニング科学を教えると

はどういうことか、また体育大学でトレーニング科学

を研究するとはどういうことかについて、著者が長ら

く反問（煩悶）してきた末に到達した著者の考えを書か

れたものです。

新刊図書紹介新刊図書紹介 　Ⅰ部「トレーニングを始める前」４章、Ⅱ部「トレー

ニングを実行する」５章、Ⅲ部「トレーニングを記述す

る」２章の構成と章立てになっており、Ⅰ部、Ⅱ部が大

学２年生向けの「トレーニング科学概論」の講義内容を

整理したリテラシー。Ⅲ部は３，４年生を対象としたゼ

ミで行う教科書的な部分となっている。各章の所々に

コラム欄があり、息抜きできるので、読みやすい。

　本書の趣旨は、サブタイトルの「トレーニングに普

遍的な正解はない。」とのこと。アスリート、コーチ、ト

レーナーには、お薦めの一書である。

（有）市村出版　２０２１年２月１１日発行
　　　　　　　 ２０５頁　定価２，７００円＋税

山本正嘉（やまもと まさよし）

１９５７ 年、神奈川県横須賀市生まれ。鹿屋体育大学教
授。
東大スキー山岳部時代のシヴリン北稜初登攀をは
じめアコンカグア南壁のアルパインスタイルによ
る登攀などの卓越登山を基に研究を行い、低酸素室
と富士山を使用した高所順応トレーニング法を開
発し、その理論に基づいた登山をアコンカグアやム
スターグアタ登頂で実践。これらを基に高所順応の
方法論、システムの効率化を探り、大きな成果を残
された。
　２００１ 年、秩父宮記念山岳賞受賞、２０２１ 年、第 １０
回日本山岳グランプリ受賞
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て、国際競技連盟の作成したＯＱＳに疑義がある場合に

は、国内オリンピック委員会としてＪＯＣからもＯＱＳ

の最終的な承認権限をもつＩＯＣへの問合せを行うこ

と、また、こうした対応を適切に実行していくため、Ｊ

ＭＳＣＡとＪＯＣがより緊密な連携体制を築くことを確

認しました。

【ＪＭＳＣＡのコメント】
　ＪＭＳＣＡとして、２０２０ 年１２ 月１１日のＣＡＳ仲裁判

断を受けまして、国内選考基準によれば五輪出場可能

性がある選手の五輪への道が絶たれてしまったこと、加

えて、新型コロナウイルスの感染拡大の影響もあり選手

をはじめ関係者の皆さまを長期間にわたり不安定な状

況に置いてしまったことについて、深くお詫びを申し上

げます。

　また、ＣＡＳ仲裁判断を吟味した上で真摯に受け止

め、この仲裁判断を今後の五輪代表選考等に生かすべ

く、対応策について検討させていただきました。

　ＪＭＳＣＡは、今回、ＣＡＳへの提訴をせざるを得な

い状況に至ってしまったことについては、ＪＭＳＣＡに、

選手を五輪大会に送り出すに足りるだけの五輪代表選

考についての知識や経験を持ち合わせていなかったこ

とに一因があると考えています。この点については、深

く自省すると共に、今後の２０２４ 年以降の五輪大会を含

む国際大会において、二度と選手を同じような境遇に置

かぬよう、ＪＭＳＣＡ関係者一同、ＪＯＣとも連携させ

ていただきながら、努力してまいりたいと思います。

　さらには、仲裁においては、 ＩＦＳＣと主張をたたか

わすこととなりましたが、仲裁判断が出た以上、この判

断を真摯に受け止め、 反省すべき点は反省し、積極的に

ＩＦＳＣとコミュニケーションを取りながら、今後のよ

り良き関係を築くよう努めたいと存じます。

【ＪＯＣのコメント】
　この度の選手選考における一連の経緯においては、

国内オリンピック委員会として適切な対応をとってき

たつもりでしたが、仲裁判断には更に踏み込んだ対応を

行う必要性も指摘されました。結果として、東京２０２０大

会を目指す選手たちに長期にわたり不安と負担を感じ

させてしまったことをお詫びし、今後は東京 ２０２０ 大会

の代表選手たちをしっかりとサポートしていきます。

　今回の経験を踏まえ、スポーツクライミング競技の実

施が正式に決定されたパリ２０２４ 年大会に向けて、ＪＭ

ＳＣＡとも緊密な協力体制のもとに、同じ誤りが繰り返

されないように万全を期し、また、今後同種の問題を未

然に防ぐため、国内の中央競技団体とも更なる連携を図

ってまいります。

ＣＡＳ仲裁判断を受けて今後に向けたご報告
２０２１年３月２９日

公益社団法人 日本山岳・スポーツクライミング協会
公益財団法人 日本オリンピック委員会

■ＣＡＳ仲裁申立てに至った経緯と顛末について
　日本山岳・スポーツクライミング協会（以下「ＪＭＳ

ＣＡ」）は、国際スポーツクライミング連盟（以下「ＩＦ

ＳＣ」）が説明していたスポーツクライミング競技の選

手選考システム（以下「ＯＱＳ」）に関する解釈に基づ

き、国内選考基準を作成し、２０１９ 年５月２１日に公表し

ました。ところが２０１９年１０月に入り、ＩＦＳＣがＯＱＳ

に関する解釈を変更したため、ＪＭＳＣＡは、公表した

国内選考基準に基づく代表選手選考ができなくなりま

した。そこでＪＭＳＣＡは、日本オリンピック委員会（以

下「ＪＯＣ」）とも確認を行いながら、ＩＦＳＣと対応に

ついて協議をしてまいりましたが、合意に至ることがで

きず、①ＩＦＳＣが行ったＯＱＳの解釈変更の撤回、及

び②従前の解釈に基づく日本選手への出場枠の配分を

求め、スポーツ仲裁裁判所（以下「ＣＡＳ」）に仲裁を申

し立てました。しかしＣＡＳ仲裁パネルは、２０２０年１２月

１１日、ＪＭＳＣＡの上記の求めを棄却する判断を下しま

した。

　２０２０年４月１日に予定していた審問期日が、新型コロ

ナウイルス感染症の影響で２０２０年８月２６日に延期され

たことから、仲裁申立てから仲裁判断に至るまでに１年

１カ月を要する結果となりました。

■再発防止に向けて
　ＪＭＳＣＡとＪＯＣは、ＣＡＳ仲裁判断を受けて、こ

のような事態に至ったことの原因を共有し、２０２４年のパ

リ大会以降の五輪競技大会等に向けた再発防止のため、

より緊密に連携していくことを以下のとおり確認しまし

た。

　今回、ＪＭＳＣＡが公表した国内選考基準の作成とこ

れに基づく代表選考、及びＪＯＣとの関連手続きは、五

輪憲章上ＯＱＳの作成者であるＩＦＳＣの説明に基づき

実施されたものでした。しかしながら、ＣＡＳ仲裁判断

では、ＯＱＳの解釈権限はＯＱＳの最終承認者である国

際オリンピック委員会（以下「ＩＯＣ」）が持つものであ

り、ＩＦＳＣの当初説明が誤っていた場合でも、ＩＯＣ

の説明ではなく、ＩＦＳＣが行ってきた説明を信じた以

上、その結果責任はそれを信じたＪＭＳＣＡにあるとの

指摘がされています。

　これを踏まえ、ＪＭＳＣＡとＪＯＣは再発防止策とし
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山の自然環境を考える（その２）
（一社）大阪府山岳連盟　会長　飛田典男

　最近の新聞紙上では「脱炭素」「SDGs」が取り上げら

れない日が無いほどである。２０１５ 年の国連サミットで

採択された「持続可能な開発のための ２０３０ 行動計画」

には、２０３０ 年までに持続可能でよりよい世界を目指す

１７ 項目の目標と１６９ のターゲットが掲げられ、その内

容が示されている。山の自然環境を考える上で対象と

なる項目は「気候変動対策」と「陸の豊かさを守る」で

あろうか。それでは、これの目標を意識した行動を我々

は取ってきただろうか。

　身近な山においても温暖化による様々な自然環境の

変化を動植物・昆虫等々において感じているし、報じ

られてもいる。また、気候変動によると考えられる巨大

台風による強風、豪雨など過去に経験の無い規模のも

のが近年続々と襲い掛かってきていることを誰もが感

じている。加えて、大気汚染、地震に竜巻、火山活動ま

でも社会不安を掻き立てている。

　世情に疎い山ヤでも頻発する登山道の崩壊や倒木そ

して土石流による被害を実感し、無関心ではいられな

い状況にまできている。

　スウェーデンの環境活動家グレタ・トゥーンベリ氏

の悲痛な叫びが耳を打つ。

　山の実態も気候変動により世界中の山で氷河の後退

や先日のインドヒマラヤで起きた氷河湖の決壊が現実

の問題として懸念されてきている。日本でも夏場に消

失しなかった黒部峡谷下の廊下の雪渓が消失している

ことが報告されてる。地球規模の変動に諍う術はなく、

今は、自然の摂理として受け入れざるを得ない。確実

に地球の温暖化が進行している事実を受け止め、その

中で我々に何が出来るのであろうか。山の自然を考え

る前に地球という大前提に取り組まなければならない

ことが突き付けられている。欧州では社会生活を変化

させるべく、市民レベルで自動車を止め自転車、飛行

機を止めて電車といった取り組みが始まっているらし

い。自動車も電気自動車が主流となることに各国が期

限を決めて舵を切っている。しかし、期限までに自然

エネルギーのみで電気を賄う事は懐疑的でもある。化

石燃料の消費を削減し温暖化ガスを減らすことは大賛

成だが、究極の策ではなく、更なる技術革新が求めら

れているのが現実である。

　様々な温暖化対策が推進されている中で、一人一人、

出来る事から始めることは当たり前のこととした上で、

我々が貢献できるものはと考えると、それは山の緑を

守る事であり、これ以上自然を疲弊させない取り組み

であり、エコシステム（生態系）を壊さない様々な活動

への参画と実効ある活動ではなかろうか。

　そこで、見直さなければならないのが自然との共存

を考えた意識改革である。カナダに旅した際に街中で

動物の多い事、キャンプ場では熊に襲われない様に金

属製の保管庫に食糧を格納すること、高速道路には動

物の生活通路が確保され、動物の通行を妨げないよう

に制限速度が定められている事などに驚いた。（写真

１）これらは自然との共存が社会的なコンセンサスと

して定着していることから為されていると知り、なる

ほどと感心させられた。果たして、日本においてこの自

然との共存は考えられていているだろうか。山に限ら

ず自然を考える為には、まず、この点についての意識共

有化と浸透が緑を守るキーワードではないだろうか。

　日本には開発の名目や社会の安全といった大義名分

を掲げて多くの自然を消失させ、生態系を分断してき

た歴史がある。我々もそれが当たり前といった意識の

下で暮らしてきた。インフラの美名に踊らされるので

はなく、可能な限り自然との共存を図った計画である

ことを提案し続けることである。生態系を破壊してし

まうようなプランがあれば断固として声を上げようで

はありませんか。また、山の自然環境に興味を持って

いる多くの若い人達からの生の声を引き出す試みが望

まれる。

　次回は、登山道について考えてみたい。
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３
年
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１
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か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

寄附他0.9%

補助金23.4%

事業収入72.2%

会費3.5%

SC普及3.8%

国体
3.4%

ガバナンス1.3%

法人7.7%

公益共通3.8%
AD0.6%
医科学0.9%

SC共通他4.4%

マーケティング2.5%
技術2.3%

強化30.0%

競技28.9%

登山10.3%

令和３年度収入予算
347,458千円

令和３年度支出予算
366,773千円

収
入
予
算

会費 12,070
事業収入 250,728
補助金 81,347
寄附他 3,300

科目 登山部計 ＳＣ部計 その他計 公益計 法人 合計
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　（１）経常収益
　　　基本財産運用益 ０ ０ ０ ０ ０ ０
　　　特定資産運用益 ０ ０ ０ ０ ０ ０
　　　受取会費　 ０ ０ ６，０３５，０００ ６，０３５，０００ ６，０３５，０００ １２，０７０，０００
　　　　正会員受取会費 ０ ０ １，３３５，０００ １，３３５，０００ １，３３５，０００ ２，６７０，０００
　　　　加盟分担金受取会費 ０ ０ ３，９５０，０００ ３，９５０，０００ ３，９５０，０００ ７，９００，０００
　　　　賛助会員受取会費（個人・団体） ０ ０ ７５０，０００ ７５０，０００ ７５０，０００ １，５００，０００
　　　事業収益　 ３４，４４４，０００ １７６，０２４，０００ １９，２７１，０００ ２２９，７３９，０００ ２０，９８９，０００ ２５０，７２８，０００
　　　　共済会委託事業収入 ２８，５６１，０００ ０ ２，４５０，０００ ３１，０１１，０００ ３，９８９，０００ ３５，０００，０００
　　　　登録料収入 ６００，０００ ０ ０ ６００，０００ １３，０００，０００ １３，６００，０００
　　　　  競技選手登録料収入 ０ ０ ０ ０ １２，０００，０００ １２，０００，０００
　　　　  諸登録料収入 ６００，０００ ０ ０ ６００，０００ １，０００，０００ １，６００，０００
　　　　参加者負担金収入 ３，９６３，０００ １，７６９，０００ １，７００，０００ ７，４３２，０００ ０ ７，４３２，０００
　　　　  講習会参加料収入 ３，４０１，０００ １，７６９，０００ ５００，０００ ５，６７０，０００ ０ ５，６７０，０００
　　　　  諸参加料収入 ５６２，０００ ０ １，２００，０００ １，７６２，０００ ０ １，７６２，０００
　　　　協賛金収入 ５５０，０００ １４２，９１８，０００ １２，００１，０００ １５５，４６９，０００ ４，０００，０００ １５９，４６９，０００
　　　　広告料収入 ０ ０ ３，１２０，０００ ３，１２０，０００ ０ ３，１２０，０００
　　　　競技会収入 ７７０，０００ ２９，５６７，０００ ０ ３０，３３７，０００ ０ ３０，３３７，０００
　　　　  選手参加料収入 ７７０，０００ １９，６１２，０００ ０ ２０，３８２，０００ ０ ２０，３８２，０００
　　　　  入場料収入 ０ ６，７７５，０００ ０ ６，７７５，０００ ０ ６，７７５，０００
　　　　  諸収入 ０ ３，１８０，０００ ０ ３，１８０，０００ ０ ３，１８０，０００
　　　　その他事業収益 ０ １，７７０，０００ ０ １，７７０，０００ ０ １，７７０，０００
　　　受取委託金 ０ ３，０００，０００ ０ ３，０００，０００ ０ ３，０００，０００
　　　　スポーツ庁委託金 ０ ３，０００，０００ ０ ３，０００，０００ ０ ３，０００，０００
　　　　日本スポーツ振興センター委託金 ０ ０ ０ ０ ０ ０
　　　受取補助金等 ３，５００，０００ ７２，９２７，０００ ７２０，０００ ７７，１４７，０００ １，２００，０００ ７８，３４７，０００
　　　　日本オリンピック委員会助成金 ０ ６２，３２７，０００ ０ ６２，３２７，０００ ０ ６２，３２７，０００
　　　　国民体育大会補助金 ０ ４，６００，０００ ０ ４，６００，０００ ０ ４，６００，０００
　　　　日本スポーツ協会助成金 ０ ０ ０ ０ １，２００，０００ １，２００，０００
　　　　日本スポーツ振興くじ助成金 １，５００，０００ ０ ７２０，０００ ２，２２０，０００ ０ ２，２２０，０００
　　　　日本スポーツ振興基金助成金 ０ ６，０００，０００ ０ ６，０００，０００ ０ ６，０００，０００
　　　　日本スポーツ振興センター助成金（中高年） ２，０００，０００ ０ ０ ２，０００，０００ ０ ２，０００，０００
　　　受取負担金 ０ ２，１００，０００ ０ ２，１００，０００ ０ ２，１００，０００
　　　　受取負担金等 ０ ２，１００，０００ ０ ２，１００，０００ ０ ２，１００，０００
　　　受取寄附金等 ０ ０ １，２００，０００ １，２００，０００ ０ １，２００，０００
　　　　受取寄附金 ０ ０ １，２００，０００ １，２００，０００ ０ １，２００，０００
　　　雑収益　 ０ ０ ０ ０ １３，０００ １３，０００
　　　　受取利息 ０ ０ ０ ０ ３，０００ ３，０００
　　　　雑収入 ０ ０ ０ ０ １０，０００ １０，０００
　　　経常収益計 ３７，９４４，０００ ２５４，０５１，０００ ２７，２２６，０００ ３１９，２２１，０００ ２８，２３７，０００ ３４７，４５８，０００
　　（２）経常費用
　　　事業費 ３７，９４４，０００ ２７３，３６６，０００ ２６，４２６，０００ ３３７，７３６，０００ ０ ３３７，７３６，０００
　　　　給料手当 ４，８９６，０００ ２０，８９３，０００ １，８３４，０００ ２７，６２３，０００ ０ ２７，６２３，０００
　　　　臨時雇賃金 ０ ０ １８０，０００ １８０，０００ ０ １８０，０００
　　　　通勤費 １４２，０００ ６３５，０００ ５７，０００ ８３４，０００ ０ ８３４，０００
　　　　退職給付費用 ２２８，０００ １，０１７，０００ ９０，０００ １，３３５，０００ ０ １，３３５，０００
　　　　賞与引当金繰入 ２９７，０００ １，３３２，０００ １１７，０００ １，７４６，０００ ０ １，７４６，０００
　　　　福利厚生費 ５９２，０００ ２，６４５，０００ ２３３，０００ ３，４７０，０００ ０ ３，４７０，０００
　　　　会議費 ７７９，０００ ２，５５４，０００ ２，０５０，０００ ５，３８３，０００ ０ ５，３８３，０００
　　　　旅費交通費 １４，０７０，０００ ８８，４７２，０００ ３，１５１，０００ １０５，６９３，０００ ０ １０５，６９３，０００
　　　　通信運搬費 ４４４，０００ ４，４３２，０００ １，５３２，０００ ６，４０８，０００ ０ ６，４０８，０００
　　　　減価償却費 ２６３，０００ １，５６０，０００ １３７，０００ １，９６０，０００ ０ １，９６０，０００
　　　　消耗品費 １，０２７，０００ ２，２６５，０００ ５６，０００ ３，３４８，０００ ０ ３，３４８，０００
　　　　印刷製本費 １，８５６，０００ ５，６２８，０００ ５，３２０，０００ １２，８０４，０００ ０ １２，８０４，０００
　　　　広告宣伝費 ０ ０ ０ ０ ０ ０
　　　　光熱水料費 ２９，０００ ２７８，０００ １１，０００ ３１８，０００ ０ ３１８，０００
　　　　賃借・リース料 １，５５１，０００ １９，０４６，０００ １，７１３，０００ ２２，３１０，０００ ０ ２２，３１０，０００
　　　　保険料 ３６３，０００ ２，６４３，０００ ６０，０００ ３，０６６，０００ ０ ３，０６６，０００
　　　　諸謝金 ３，５８７，０００ ３３，２６９，０００ １，６１０，０００ ３８，４６６，０００ ０ ３８，４６６，０００
　　　　大会施設費用 ２１０，０００ １８，８４５，０００ ０ １９，０５５，０００ ０ １９，０５５，０００
　　　　支払負担金 ３００，０００ ０ ０ ３００，０００ ０ ３００，０００
　　　　支払助成金及び事業交付金 ２００，０００ ２，１６０，０００ ０ ２，３６０，０００ ０ ２，３６０，０００
　　　　委託費 ４，４１０，０００ ３３，０９３，０００ ２，５００，０００ ４０，００３，０００ ０ ４０，００３，０００
　　　　租税公課 ７８４，０００ ３，５００，０００ ３２５，０００ ４，６０９，０００ ０ ４，６０９，０００
　　　　参加登録料 ０ ０ ０ ０ ０ ０
　　　　現地サポート費用 ０ １４，５０６，０００ ０ １４，５０６，０００ ０ １４，５０６，０００
　　　　大会記念品費 １５，０００ ２９８，０００ ４００，０００ ７１３，０００ ０ ７１３，０００
　　　　大会賞金 ０ １，４４０，０００ ０ １，４４０，０００ ０ １，４４０，０００
　　　　報奨・奨励金 １，５００，０００ ２，７００，０００ ５，０００，０００ ９，２００，０００ ０ ９，２００，０００
　　　　ＩＴ関連費 ０ ８０，０００ ０ ８０，０００ ０ ８０，０００
　　　　雑費 ４０１，０００ １０，０７５，０００ ５０，０００ １０，５２６，０００ ０ １０，５２６，０００
　　　管理費 ０ ０ ８００，０００ ８００，０００ ２８，２３７，０００ ２９，０３７，０００
　　　　役員報酬 ０ ０ ０ ０ ９０，０００ ９０，０００
　　　　給料手当 ０ ０ ０ ０ ２，８００，０００ ２，８００，０００
　　　　通勤費 ０ ０ ０ ０ ９０，０００ ９０，０００
　　　　退職給付費用 ０ ０ ０ ０ １４０，０００ １４０，０００
　　　　賞与引当金繰入 ０ ０ ０ ０ １８０，０００ １８０，０００
　　　　福利厚生費 ０ ０ ０ ０ ３６０，０００ ３６０，０００
　　　　会議費 ０ ０ ０ ０ １，２００，０００ １，２００，０００
　　　　旅費交通費 ０ ０ ０ ０ ３，８００，０００ ３，８００，０００
　　　　通信運搬費 ０ ０ ０ ０ １００，０００ １００，０００
　　　　減価償却費 ０ ０ ０ ０ ５０，０００ ５０，０００
　　　　消耗什器備品費 ０ ０ ０ ０ ２，０００，０００ ２，０００，０００
　　　　消耗品費 ０ ０ ０ ０ ８０，０００ ８０，０００
　　　　印刷製本費 ０ ０ ０ ０ ２，２００，０００ ２，２００，０００
　　　　光熱水料費 ０ ０ ０ ０ ２０，０００ ２０，０００
　　　　賃借・リース料 ０ ０ ０ ０ ８００，０００ ８００，０００
　　　　支払会費 ０ ０ ０ ０ ４，０００，０００ ４，０００，０００
　　　　保険料 ０ ０ ０ ０ １００，０００ １００，０００
　　　　諸謝金 ０ ０ ０ ０ ０ ０
　　　　租税公課 ０ ０ ０ ０ ３８０，０００ ３８０，０００
　　　　支払負担金及び還付金 ０ ０ ０ ０ ３，８００，０００ ３，８００，０００
　　　　交際費 ０ ０ ０ ０ ３００，０００ ３００，０００
　　　　支払利息 ０ ０ ０ ０ ０ ０
　　　　支払報酬 ０ ０ ０ ０ １，０００，０００ １，０００，０００
　　　　手数料 ０ ０ ０ ０ ２，２００，０００ ２，２００，０００
　　　　ＩＴ関連 ０ ０ ８００，０００ ８００，０００ １，０００，０００ １，８００，０００
　　　　雑費 ０ ０ ０ ０ １，５４７，０００ １，５４７，０００
　　経常費用計 ３７，９４４，０００ ２７３，３６６，０００ ２７，２２６，０００ ３３８，５３６，０００ ２８，２３７，０００ ３６６，７７３，０００
　　　当期経常増減額 ０ △ １９，３１５，０００ ０ △ １９，３１５，０００ ０ △ １９，３１５，０００

単位：千円

支
出
予
算

登山 37,944
競技 106,289
強化 110,450
技術 8,532
マーケティング 9,095
ＳＣ普及 14,140
医科学 3,438
ＡＤ 2,047
公益共通 14,005
法人 28,237
ガバナンス 4,874
国体 12,641
SC共通 16,195

令
和
３
年
度  

収
支
予
算
書
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項参照）
⑥第３５回リードジャパンカップ
　２０２２年２/１１㈷㈮～ １３㈰　千葉県印西

市・松山下公園総合体育館
⑦第１７回ボルダリングジャパンカップ
　２０２２年３/１２㈯～ １３㈰　駒沢オリンピッ

ク公園総合運動場屋内球技場
⑧第４回スピードジャパンカップ
　２０２２年３/１９㈯～ ２０㈰　昭島市・モリ

パークアウトドアビレッジ
⑵国体スポーツクライミング競技の主管
ア）ブロック研修会の開催　１１月～３月　

全国９ブロック
イ）第７６回三重国体
①第１回基準会議、三重県菰野町　日程調

整中
②組み合わせ抽選会　場所、ＪＳＯＳビル

日程調整中
③各ブロック別大会、都道府県予選大会の

開催（委託実施）
④１０/１㈮～３㈰　第７６回三重国体スポー

ツクライミング競技、三重県菰野町
⑤第７６回三重国体以降の開催県への指導
⑶強化事業
ア）オリンピック強化選手の選考
イ）日本代表選手選考・派遣
①代表（Ｓ．Ａ．Ｂ）選手の選考
ウ）代表選手の派遣
①ＩＦＳＣクライミングＷＣ
４月～ １１月　世界各地
②第３２回夏季オリンピック大会
　８/３㈫～６㈮　東京・青海アーバンス

ポーツパーク　
③ＩＦＳＣ世界選手権
　９/１５㈫～ ２１㈪　ロシア・モスクワ
④ＩＦＳＣ世界ユース選手権
　８/２３㈪～ ３１㈫　ロシア
⑤ＩＦＳＣアジア選手権重慶大会　日程未定
⑥ＩＦＳＣアジアユース選手権　日程未定
⑦アジアンビーチゲームズ
　中国　三亜市（延期）
エ）代表選手強化合宿（海外・国内）
オ）ユース選手・指導者講習会の開催
カ）ジュニア・クライマー実態調査に基づ

く選手、指導者、保護者へのスポーツ障
害予防啓発（医科学支援）

キ）複合種目（リード、ボルダリング）及び
スピード種目への取組み

ク）選手の心身面の強化に対する取組み
ケ）競技者育成プログラムの作成と関連事

業の検討
⑷審判・ルートセッター事業
ア）審判・セッター会議の開催（２月）
イ）全国ルートセッター研修会　年２回
・第１回：日程未定、・第２回：日程未定（高

校選抜の後）
ウ）ブロック研修会等に合わせての更新研

修会　年数回
⑸ＳＣコーチ養成講習会
①ＳＣコーチ１，２養成習会　年２回
②ＳＣコーチ３養成会（補講）　関東地区
③ＳＣ主任検定員養成講習会　１２/４㈯
④ＳＣコーチ更新研修会　年２回
⑤ＳＣコーチ養成用教材作成
⑹スポーツクライミング医・科学事業
ア）各種大会における救護スタッフ派遣お

よび救護活動
イ）代表選手メディカルチェック事業
ウ）外傷・障害予防のための啓発事業

実態調査
・減遭難キャンペーン「ストップ・ザ１０００」

の啓発活動
・アニメ動画「そうよ そうなの 遭難よ！」

の拡散
エ）令和３年度全国山岳遭難対策協議会の

共催（スポーツ庁他）　７/１６㈮　文科省
講堂

オ）山岳保険加入者の事故調査（報告書作
成/ＨＰ掲載）

カ）遭難事故の調査研究
・遭難事故に関する調査研究（委託事業）
・遭難事故の科学的分析
キ）遭難事故科学的研究・他支援
・ＩＭＳＡＲ研究助成支援（継続）
・内閣府「噴火時等の避難計画手引き」作成

協力
ク） 遭対委員会　年間オンライン等
ケ）「国内旅行傷害保険包括契約」実施
＜国際・アルパインクライミング委員会＞
ア）国際・アルパインクライミング委員全

体会議兼第５９回海外登山技術研究会
　場所日程未定
イ）海外登山懇談会
　１１月　国立オリンピック記念青少年総合

センター
ウ） 共催事業
　ウィンター・クライーマーズ・ミート（国

内）の共催　２０２２年２月
⑷登山指導者育成事業（指導委員会）
ア）指導員研修会
①氷雪技術研修会（Ａ級主任検定員・コー

チ２養成講習会）　５/８㈯～９㈰
　富士山　（中止）
②全国指導委員長会議　
　６/５㈯～ ６㈰　オンラインにて
③登攀技術研修会（Ａ級主任検定員・コー

チ２養成講習会）　１１/６㈯～７㈰　（一
社）埼玉県山岳・ＳＣ協会

④氷雪技術研修会（Ａ級主任検定員・コー
チ２養成講習会）　２０２２年２/５ ㈯～６
㈰　鳥取・大山

⑤公認スポーツ指導員コーチ１，２、主任検
定員の養成

⑥夏山リーダー講師養成　年３回程度
⑦上級夏山リーダー講師養成　年１回程度
イ）主任検定員養成講習会
・山岳主任検定員養成講習会　未定
ウ）夏山リーダーＵＩＡＡ視察（９月、１１月）
エ）委員会等
①指導常任委員会　年間オンライン会議
②夏山リーダー分科会　年間オンライン会議
オ）国立登山研修所事業への協力
２．スポーツクライミング事業
⑴競技会運営事業
ア）競技会・研修会の開催
①第７回ボルダリングユース日本選手権鳥

取大会　４/２４㈯～ ２５㈰　鳥取県倉吉体
育文化会館

②第４回コンバインドジャパンカップ 
　６/１8㈮～ 19㈯　岩手県盛岡市　岩手運

動公園スポーツクライミング競技場
③第９回リードユース日本選手権
　５/２９㈯～ ３０㈰　南砺市・桜ヶ池クライ

ミングセンター
④ユースＣＤチャレンジカップ（仮称）
　９/１８㈯～ ２０㈰　茨城県鉾田市
⑤第１１回全国高等学校選抜スポーツクライ

ミング選手権大会（「青少年育成事業」の

１．安全登山普及事業
⑴青少年育成事業
ア）高体連登山専門部関連
①第６４回全国高等学校登山大会令和３年

度福井大会 　８/２０㈮～ ２３㈰　三頭山、
取立山山域

②第１１回全国高等学校選抜スポーツクライ
ミング選手権大会　１２/２５㈯～ ２６㈰

　埼玉県加須市市民体育館
イ）ジュニア登山教室
①「少年少女登山教室」の開催（委託実施）
②「登山普及情報交換会」開催
　２０２２年２/１２㈯　国立オリンピック記念

青少年総合センター
⑵登山に関する文化・学術の振興事業
ア）新聞・ラジオ・テレビ・雑誌等への情

報提供
イ）登山に関する情報・資料の収集
ウ）表彰・感謝状・推薦・顕彰
エ）２０２１年度海外登山隊奨励金の公募と選考
オ）各種登山・山岳スポーツ大会・山岳文

化講演会等の後援
カ） 日本山岳文化学会等と連携しながら、

山岳文化の普及・振興を図る
⑶安全登山の啓発事業
＜普及委員会＞
ア）安全登山指導者研修会（国立登山研修

所他共催）
①東部地区（三重県） １０/２２㈮～ ２４㈰
　四日市市少年自然の家、雲母峰周辺
②西部地区（佐賀県）１１/２０㈯～ ２２㈪
　佐賀県立少年自然の家、黒髪山系
イ）安全登山事業（国立登山研修所と共催）
①高等学校等登山指導者夏山講習会
　７/９㈮～ １１㈰
　国立登山研修所及び室堂周辺
②上級登山リスクマネジメント指導者研修

会　９月予定　近畿地区予定
③安全登山サテライトセミナー
　オンライン　宮城の前に開催予定
　宮城会場： ５月下旬～６月下旬
　東京会場： １２/１８㈯～ １９㈰　国立オリン

ピック記念青少年総合センター
④登山リーダー夏山研修会　８/１８㈬～ ２３

㈪　国立登山研修所及び剱岳周辺
⑤積雪期登山基礎講習会
　２０２２年２/１１㈮～ １３㈰　国立登山研修所

及び周辺山域
⑥登山リーダー冬山研修会
　２０２２年３/１３㈰～ １８㈮　国立登山研修

所及び大日岳周辺
ウ）第５９回全日本登山大会の開催（中止）
＜遭対委員会＞
ア）山岳レスキュー講習会
①西部地区（富山県・国立登山研修所）
　９/１０㈮～ １２㈰
②東部地区（群馬県・土合山の家）
　１/２８㈮～ ３０㈰
イ）研修及び研究会
①遭対常任委員研修会
　８/２１㈯～ ２２㈰、１２/１８㈯～ １９㈰
②遭難対策研修会兼全国遭対委員長会議　

６/２６㈯～ ２７㈰
ウ）遭難事故防止のための研究・指導及び

（令和３年４月１日～令和４年３月３１日）

令和３年度事業計画
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金のなかから２０，０００千円を取り崩し、残
りの６８５千円は予備費として計上したい。
委員会事業予算はほぼ要求通り、ただ委
員会管理等は実績に合わせている。ＳＣ
部関連の雑費についてはコロナ禍でのＰ
ＣＲ検査費用等があり、１０，０００千円ほど
計上した。

　採決に入り、全員一致で承認された。
⑷議案第４号　特定費用準備資金等取扱規

程の制定について
　令和２年度の決算では大幅な黒字が見込

まれる。公益法人会計には収支相償の原
則があるが、将来の特定の活動のための
資金の保有は認められている。これを特
定費用準備資金という。使用目的や積立
額を明確に定め、使用目的に従って使用
し、取り崩す必要がある。そのための規
程の整備も求められる　特定費用準備資
金は、貸借対照表及び財産目録に名称を
付した特定資産として、他の資金と明確
に区分して管理しなければならない。ま
た、特定の目的外で取り崩すことを禁ず
るほか、特定の目的外の取り崩しを行う
場合は、会長は、取崩しが必要な理由を
付して理事会に付議し、その決議を得な
ければならない。

号（４月号）～第６３６号（３月号）
イ）ＨＰのタイムリーな更新作成
　（http://www.jma-sangaku.or.jp）
①ＨＰ新規アップ
②英文コーナーの新設
⑵会議等
ア）総　会　６/２０㈰
イ）理事会　原則として毎月第二木曜日
　６月は総会の１５日以上前の日
ウ）全国理事長会議 ２０２２年２/１３㈰
エ）全国参与会（中止・第５９回全日本登山

大会中止により）
オ）常務理事会　原則として毎月第二木曜
カ） 委員長会議
キ）常任委員会　毎月１回以上開催
ク）事務局会議（随時）
ケ）山岳４団体懇談会　（日程未定）
コ）（一財）全国山の日協議会（随時）
・評議員会・理事会・運営委員会への出席
・第５回「山の日」記念全国大会　８/１１㈫

大分大会
ス）国際会議
①国際山岳連盟（ＵＩＡＡ）理事会
②国際山岳連盟（ＵＩＡＡ）総会
　１１月初旬　トルコ
③アジア山岳連盟（ＵＡＡＡ）理事会　日程未定
④アジア山岳連盟（ＵＡＡＡ）総会　日程未定
⑤国際山岳連盟登山部会　日程未定
　国際スポーツクライミング連盟（ＩＦＳ

Ｃ）総会　パリ　４/２３㈮～ ２４㈯
⑥国際スキー連盟（ＩＳＭＦ）総会
　５/７㈮～９㈰
⑶総務等
ア）役員改選　６/２０㈰令和３年度定時総会
イ）令和３年度役員・会員名簿及び賛助会

員名簿の作成・発行
ウ）議事録の整備
エ）山岳保険のＰＲ（山岳雑誌広告、登山月

報広告、マスコミ等）
オ）組織運営の円滑化のため、事務局体制

の強化を行う。

たしたとは言えないが赤字は解消された。
３期６年をもって退任したいと思ってい
る。来期は既に３０数人の理事候補者が推薦
されている。」と挨拶。
　次いで事務局長から理事２３名、監事２名
の出席が確認され、事務局長がオンライン
会議のホストを務めて議事に入った。
２．議　題
⑴議案第１号　議事録の承認について
　２０２０年度第９回理事会議事録の承認につ

いて（事前送付済）
　全員一致で異議なく承認された。
⑵議案第２号　令和３年度事業計画について
　一部文言の訂正の後、採決に入り、全員

一致で承認された。
⑶議案第３号　令和３年度収支予算について
　経常収益計３４７，４５８千円、経常費用計

３６６，７７３千円で、その差額１９，３１５千円の
赤字予算となった。公益目的事業会計
が、経常収益計３１９，２２１千円、経常費用
計３３８，５３６千円で１９，３１５千円の赤字。法
人会計では経常収益計２８，２３７千円、経常
費用計２８，２３７千円の収支均等。会費収入
は内閣府の指導もあり、公益目的事業と
法人管理費に半額ずつ計上した。赤字の
１９，３１５千円については、特定費用準備資

　ノース・ウエールズ　日程未定
③ＵＩＡＡアイスクライミング選手権派遣支援
⑵登山医・科学支援事業
ア）UIAA MedCom Meetingへの出席
イ）支援している医科学的諸事業
①ＪＳＭＭ国際認定山岳医研修会
②ＮＰＯ富士山測候所を活用する会
③ＪＳＭＭ登山者検診ネットワーク
④夏山リーダー制度、インターハイ支援
ウ）医療支援を視野に入れた学校登山の実

態調査
５．自然保護研究調査事業
⑴山岳環境保全事業
ア）研修及び研究会
①令和３年度自然保護委員総会（第４４回山

岳自然の集い）　１１月中旬　国立オリン
ピック記念青少年総合センター 

②山岳自然保護環境研究会パート１
　５月下旬　場所未定
③第１２回自然保護指導員研修会
　２０２２年１月下旬　国立オリンピック記念

青少年総合センター
イ）自然保護の啓発
①自然保護指導員制度の推進
②自然保護広報資料の出版
③全国環境月間（６月）の実施
④環境省・自然公園指導員制度への協力
・自然公園指導員の推薦
⑤山岳自然保護関係団体と連携して自然保

護委員会活動の推進
・山岳団体自然環境連絡会への参加
・山の野生鳥獣目撃レポート・プロジェク

トの推進
・各種環境保護事業の後援と派遣
⑥日本オリンピック委員会主催「スポーツ

と環境会議」への参加・協力
⑦全国山岳自然保護関係活動の集約とＨＰ

広報
６．共益事業
⑴広報等
ア）『登山月報』毎月１５日定期発行　第６２５

日　時：令和３年３月１１日（木）
　　　　　１４：００ ～ １６：４０
場　所　Ｗｅｂ会議
出席者　八木原会長、亀山、平山、丸各副

会長、尾形専務理事，小野寺、水島、合田
各常務理事、相良、蛭田、町田、村岡、村
上、山口、水村、前田、六角、唐木、古賀、
山本、古林、小日向、安藤各理事，中畠、
古屋各監事

　
　冒頭、東日本大震災の犠牲者に対して黙
祷を捧げた。

１．開　会
　八木原会長から「今年度の総会で２０１９年
の赤字の責任は私を筆頭に全理事にある、
と申し上げた。本年はコロナ禍による事業
中止等があり、大幅な黒字とのこと。しか
し、これは自力更生ではない。全理事が認
識しなくてはならない。私自身も責任は果

①登録選手向け医科学講習会（選手スタッ
フ合同ミーティング）

②クライミング医科学講習会
エ）調査、研究事業
①障害実態調査
②学会活動（日本臨床スポーツ医学会他）
オ）ＪＳＰＯ公認スポーツドクター、アスレ

チックトレーナー養成支援（受講希望者
の推薦及び代表者協議会への出席）

⑹ドーピング防止事業
ア）ドーピング防止思想の普及・啓発・教

育など
①ドーピング検査実施（ＪＡＤＡに委託）
②ドーピング防止講習会開催
③ＴＵＥ（治療目的使用に関わる除外措置）

申請の支援
④ＡＤＡＭＳ（アンチドーピング管理シス

テム）登録選手への管理支援
⑺倫理研修会事業
・ＡＤ・倫理研修会の開催（随時）
⑻ユニバーシアード関連（全日本大学ス

ポーツクライミング協会）　ＪＯＣ主催
委員会等出席

⑼ 国際連盟役員獲得支援事業
スポーツ庁の委託を受けて実施する。
３．登山関連競技会運営事業
⑴山岳スキー、スカイ/トレラン普及・振興
① 第１４回日本山岳スキー競技選手権大会
　４/３㈯～４㈰　小谷村栂池高原スキー場
②ＩＳＭＦ（国際山岳スキー連盟）アジア選

手権派遣支援
③（一財）日本トレイルランニング協会、日

本トレイルランナーズ協会、（一社）日本
スカイランニング協会等との連携強化と
トレラン事業の調査・協力

４．登山研究調査事業
⑴国際交流事業
ア）国際交流
①訪日する外国登山代表団との交流
イ）派遣他　
②BMC International Climbers Meetの派遣

令和２年度
第10回  Web理事会報告
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の被推薦者、監事は２名の被推薦者がい
る。会長候補者については、被推薦者の
自薦、選考委員の他薦を募る。と報告。

⑻報告第８号　名義後援について
・日本山岳写真協会展（日本山岳写真協会
・えひめスピードトライアル（愛媛県山岳・

スポーツクライミング連盟）
・岡山・東中山下公園ボルダリング体験会
（（一社）岡山県山岳・スポーツクライミ
ング連盟）

　上記３団体の名義後援承認について報告
があった。

⑼報告第９号　規則の改定について
・ＳＣ競技規則
・国体ＳＣ競技関連規則
・国体ＳＣ競技開催基準要項細則
　国体は２人１組のチーム競技ではある

が、スポーツクライミングの１競技とし
て入れていきたい。ＩＦルールとの整合
性をとるため統一できる条文は統一した
い、国体特有の規定は残しつつ、他につ
いてはスポーツクライミング規程に合わ
せることになる。常務理事会での承認内
容の報告であった。

⑽報告第１０号　業務執行理事の職務執行
報告 

　各々の業務執行理事が自分の書いた資料
を基に報告を行った。

⑾報告第１１号　令和３年度日山協山岳共済
会事業計画及び収支予算について

　令和３年度の山岳保険は、保険法の改正
もなく、優良割引も前年同様の適用によ
り、各コースとも保険料、補償内容とも
前年と同じ商品を提供できる。新規事業
としてロープワーク、セルフレスキュー
講習会、オンラインでの山岳保険説明会
についても言及があった。収支予算につ
いては、令和３年度もコロナ禍で共済会
加入者の回復が望めないため、経常収益
５２，４１０千円、経常費用５７，０００千円で、４，
５９０千円の赤字予算とした。従ってＪＭ
ＳＣＡへの業務委託料も３５００万円とな
る。

⑿報告第１２号　ＩＦＳＣ ＷＣ マイリンゲ
ン派遣について

　資料に基づいて男子９名、女子６名の選
手派遣の報告があった。

⒀報告第１３号　２０２１年スピード日本代表
選考について

　選考基準に基づいてスピード日本代表選
手男子５名、女子４名選考の報告があっ
た。

⒁報告第１４号　三重国体・スポーツクライ
ミング競技について

　開催地の菰野町からの通知で無観客にて
競技を行うとのこと。

４． 会務・役員派遣
 　（２月１１日㈭～３月１１日㈭）
⑴愛知・名古屋アジア競技大会組織委員会

との協議　２月１２日㈮　於：オンライン
　尾形専務理事、小日向理事
⑵佐賀県国体準備室との協議
　２月１２日㈮　於：オンライン
　平山副会長、尾形専務理事
⑶登山普及情報交換会　２月１３日㈯
　於：オンライン　八木原会長他
⑷全国理事長会議　２月１４日㈰

承認について
　栃木県山岳・スポーツクライミング連盟

の仙石富英氏の参与推薦が諮られ、参与
への推薦が承認された。

　続いて、賛助会員に関する規程第２条第
１項第２号の定款第２８条に規定する参
与の賛助会員の入会承認が諮られ、全員
一致で異議なく承認された。

⑼議案第９号　ＳＣ審判員選考規程について
　この規程は、ＪＭＳＣＡ公式競技用であ

り、国体とは別である。文言一部訂正の
上、全員一致で承認された。

⑽議案第１０号　ＪＳＰＯ令和３年度スポー
ツ功労者表彰に係る推薦依頼について

　今年度も該当者なしで推薦しないこと
が、全員一致で異議なく承認された。

３．報　告
⑴報告第１号　２月度月次会計報告
　１月月次と大きな違いは、ＪＯＣ選手強

化費の内示交付が変更になったので、Ｊ
ＯＣ助成金２２，４００千円が減額となった、
と報告。

⑵報告第２号　ＩＦＳＣ会長からの要請について
　Ｗｅｂを利用したり、発展途上の国に向

けたコーチング等がアイデアとしてあ
がっている。３００万円程度の規模となる。

⑶報告第３号　第３回ＳＪＣ（亀岡）報告に
ついて

　初めての会場で、選手の素晴らしいパ
フォーマンスがあり、スピードも注目さ
れだした、と報告。

⑷報告第４号　第３４回ＬＪＣ（印西）について
　緊急事態宣言が解除されていないが、観

客を１５０人程度入れることで考えている、
と報告。

⑸報告第５号　第４回ＣＪＣについて
　競技方式をシミュレーション中との事。

出来るだけパリオリンピックの順位計算
方式でお願いしたいとの要請があった。

⑹報告第６号　ＢＹＣ開催要項について
　開催要項の報告があった。会場の建物が

換気対策には不向きとの事。
⑺報告第７号　役員候補者選考委員会報告
　亀山選考委員会委員長から理事は３２名

　お諮りする規程（案）は、内閣府公益認定
等委員会に確認して問題ないと言われて
いる。第２条の定義の条文表現に一部修
正の指摘があった。

　全員一致で承認された。
⑸議案第５号　特定費用準備資金の積み立

てについて 
　令和２年度に「財政基盤確保資金」と「国

際大会開催資金」の特定費用準備資金を
保有したい。その内容は、今後想定され
る協賛金及び補助金収入の減少及びＩＦ
ＳＣ国際競技大会の開催に向けての準備
資金の確保である。計画では令和２年度
に３０，０００千円ずつ積み立てし、令和７年
度までに取り崩すものとする。最長５年
間である。

　今期の収支差額が６０，０００千円以下の場
合、積立額を変更するのか、などの質疑
応答の後、採決に入り、全員一致で承認
された。

⑹議案第６号　中期経営計画について
　中期経営計画（２０２１ ～ ２０２５年）について

資料に基づいて内容の説明があった。
　全員一致で承認された。
⑺議案第７号　公認スポーツ指導者コーチ

認定及び夏山リーダー認定について
　指導委員会から以下の認定承認が諮ら

れ、全員一致で承認された。
ア）指導者認定申請
①福岡県山岳連盟
　山岳コーチ１：長野和幸、野田裕美、町

元里香
②神奈川県山岳連盟
　山岳コーチ１：飯塚剛、三田幸雄、高田

雅文、工藤昌幸、古橋義幸、桑原巧、宮本
知保

③大阪府山岳連盟
　夏山リーダー：原田文美、原田毅、管勝典、

桂山章、村上晃、塚尾勲、冨岡英明、船山
尚孝、﨑山晃一、吉村元秀

④神奈川県山岳連盟
　ＳＣコーチ１：小船園望、澤浦和香、岩

崎賀央、松岡 和
⑻議案第８号　参与の推薦と賛助会員入会

寄贈図書

会 報

福岡山の會 「せふり」№403
おいらく山岳会 「山行手帖」№735
(公社)日本山岳会 「山」 2020年2月号 №909、3月号 №910
中華民国山岳協會 「中華山岳」＜雙月間＞281
(特非)日本トレーニング指導者協会「JATI EXPRESS」Vol.81
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」2、3月合併号 第480号
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」第645号
明治大学山岳部炉辺会 「炉辺通信」№194、№195
(公財)日本ゲートボール連合 「ゲートボールNavi」2020年度号
長野県山岳協会 「やまなみ」№240
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」4月号 №554
愛知県山岳連盟 「愛知岳連ニュース」第440号
(公財)日本スポーツ協会 「Sport Japan」Vol.54
新潟県山岳協会 「新山協ニュース」第353号
東京野歩路会 「山嶺」Vol.98 №1093
(公社)日本スカッシュ協会 「SQUASH」Vol.88
ソル・メディア 「CLIMBERS」SPRING ＃019
日本山岳文化学会 「山岳文化学会論集」第18号
おいらく山岳会 「山行手帖」№736
日本ヒマラヤ協会 「HIMARAYA」№496

寄贈本
山本正嘉 「アスリート・コーチ・トレーナーのためのトレーニング科学 

  ～トレーニングに普遍的な正解はない～」

山形県山岳連盟 山形県山岳連盟創立50周年記念登山
「チベットの聖山 ヤラシャンポ初登頂」

広報誌 (公財)日本スポーツ協会 「JSPOスポーツニュース」「JSPOフェアプレイニュース」Vol.127、Vol.128
大阪府立体育館 「季刊 府立体育館」№136号

雑 誌
(株 )山と渓谷社 「ＲＯＣＫ＆ＳＮＯＷ」Mar.2021 №091
(株)山と渓谷社 「山と渓谷」4月号 №1033
(株)ネイチュアエンタープライズ 「岳人」4月号 №886

新 聞 (株 )日本運動具新報社 「スポーツ産業新報」第2318号、第2319号、第2320号
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表紙のことば表紙のことば
　今月号は、ブロード・ピーク（８，０５１ｍ）。
１９５７年オーストリアのＭ・シュムック、Ｈ・
ブール、Ｆ・ウィンターシュテラー、Ｋ・
ディンベルガーの４人が、８，０００ｍ峰では
初めてのアルパインスタイルで挑み、６月
９日に全員が初登頂。ブールは、ナンガ・
パルバットに次いで２つ目の８，０００ｍ峰登
頂となる。
　ブールはこの後、ディンベルガーと２人
でチョゴリザに向かい、ラッシュで７，３００
ｍまで登ったが、帰途にブールが雪庇とと
もに崩れ落ち、行方不明となる。
　筆者は、１９９７年に登頂したが、頂上から
見るＫ２の雄姿が素晴らしかった。
� （写真撮影者　尾形好雄）

　コロナ２年目、少しは付き合い方が上達
したのか、大型連休前に第４波が予想され
ているなか、延期されていた２０２０東京オ
リ・パラの聖火ランナーも走りだした。本
協会も強化試合が開催され、他のＮＦ代表
選考大会も無観客ながらメデイアをにぎわ
している。やはりスポーツは元気の源だ。
五月晴れのなか自由に行動するにはここは
我慢のしどころではないだろうか。感染の
鎮静化を願う。
� （広報担当　水島彰治）

　於：オンライン　八木原会長他
⑸内閣府火山噴火避難計画手引き作成委員

会　２月１５日㈪　於：オンライン
　尾形専務理事
⑹第１１回富士山利用者負担専門委員会　

２月１６日㈫　於：オンライン
　尾形専務理事
⑺国立登山研修所スタンダードマニュアル

検討委員会　２月２４日㈬　於：オンラ
イン　尾形専務理事

⑻ＪＯＣ第２回総務本部会　２月２５日㈭
　於：オンライン　尾形専務理事
⑼第３回ＳＪＣ亀岡大会　３月６日㈯
　於：グラビティリサーチ　サンガスタジ

アム by KYOCERA　八木原会長、平山副
会長、村岡理事

⑽スポーツドクター代表者会議　３月６日
㈯　於：オンライン　六角理事

⑾役員選考委員会　３月６日㈯
　於：オンライン　亀山副会長他
⑿ＪＯＣ選手強化本部会　３月９日㈫
　於：オンライン　合田常務理事  
⒀国立登山研修所スタンダードマニュアル

検討委員会　３月９日㈫
　於：オンライン　尾形専務理事
⒁東京２０２０オリパラ国内競技団体連絡協

議会　３月１２日㈮　於：オンライン
　尾形専務理事

（連載「Mountain World」は、今月休載しました。）
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あなたのは山岳保険ですか?

口傷害死亡・後遺障害 口遭難捜索費用 口救援者費用

口傷害入院 口傷害通院 口傷害手術 口日常生活賠償

日山協山岳共済会 〒170・0013東京都豊島区東池袋3・7・11刊 7

..03・5958・3396 ID 03・5958・3397
園11sangakukyousai@mbd.ocn.ne.jp 

月園田町傘園田 10:00-17:00 (視目隊。

携帯からも資料請求ができます.

h嶋ps:llsangakuky，側姐I.Jp


